
ウィーンホールに響き合う 

三大鍵盤楽器の奇跡のハーモニー。

府中の森芸術劇場ウィーンホールには、

ピアノ・チェンバロ・パイプオルガンという三大鍵盤楽器が常設されています。
この 3つすべてが揃うホールは、全国でもごくわずか。 

それぞれ異なる響きを持つ楽器たちが一堂に会し、同じ舞台で音を奏でる機会は、まさに “奇跡”です。

第 1 部 : 楽器の魅力をじっくりと

ピアノ、チェンバロ、パイプオルガンがリレー

形式で登場。続くソロや連弾では、音色や

表現の違いなど、それぞれの楽器の個性を

解説と共にじっくりとお楽しみください。

第 2 部 :音楽で旅する“ウィーンのクリスマス”

舞台はウィーンの街角。 クリスマスマーケットを巡っ

たり、教会でのミサをのぞいたり...。 

「くるみ割り人形」やキャロルの名曲とともに、心温

まる音の物語を三台のアンサンブルでお届けします。

【紙チケット購入】

【電子チケット購入】 ● teket　● おとくる事務局ネットストア　　　
● 府中の森芸術劇場 チケットセンター　042-360-4044
● ピアノト 　pianoto.art@gmail.com

チケットは
こちらから

Program

公式 HP

公式 LINE インスタグラム

ここでしか体験できない、“音楽の饗宴”。

本番は、ぜひホールで
QR コードから
前回の演奏風景を
お楽しみください。

出演者プロフィール

酒井愛可酒井愛可
信愛学園高等学校（現浜松学芸高等学校）音楽科、国立音楽大学器楽学科
ピアノ科卒業。同年オランダ・ユトレヒト音楽院入学。 在学中コンセルトへ
ボウをはじめオランダ各地でリサイタルを開く。オランダ国家演奏家資格を
得てブリュッセル王立音楽院 修士課程に入学。同音楽院を首席で修了。帰
国後リサイタルを開く。日本歌曲振興会での初演演奏や二期会オペレッタ
研究会及びオペレッタ座の公演など、声楽の共演ピア
ニストとして数多くのコンサートに出演。デジレ・ラン
カトーレ氏との演奏はイタリア RAI にて放送された。
また天満敦子、小森谷巧各氏を始め多くの演奏家と国
内各地で共演を重ねている。飯尾孝枝、進藤郁子、
藤井一興、David Kuyken、 Aleksandar Madzar 各
氏に師事。昭和音楽大学非常勤講師。

三橋桜子三橋桜子
東京都立芸術高校ピアノ科を経て、東京芸術大学器楽科チェンバロ専攻卒業。在学
中に安田生命クオリティオブライフ文化財団の奨学生として選ばれる。オランダの
ユトレヒト音楽院でディプロマを取得。ピアノを寺尾祐子、森正、チェンバロを鈴
木雅明、S. ヘンストラ、P. アンタイ、A. ジルベライシュ、通奏低音を多田逸郎、
小島芳子、オルガンを早島万紀子の各氏に師事。1998年ブルージュ国際古楽コン
クールセミファイナリスト受賞。2000年京都・青山音楽賞受賞。2001年山梨古楽
コンクール 3 位入賞（1 位なし）。国内外でソロだけでなく
通奏低音奏者としても活躍中。2010年 CD「ネオバロック 
~ 融け合う時空~」（CDジャーナル誌イチオシ）、2023年「連
弾のためのアンコール曲集 ~Dolci~」を発売。京都市立芸
術大学非常勤講師。同志社女子大学音楽学科嘱託講師。
京都市立京都堀川音楽高等学校非常勤講師。
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松永充代
photo by S.Kida

松永充代
信愛学園高等学校（現浜松学芸高等学校）音楽科、東京音楽大学卒業。ウィーン国立音楽大学ピアノ- 歌曲伴
奏科にて修士号を取得、最優秀の成績で卒業。中学時代を過ごしたカナダにて、キワニスピアノコンクール
優勝、同コンクールモーツァルト賞受賞、CMC 国際ピアノコンクール入選等、数々のコンクールにて入選入賞
を果たす。オーディションに合格し「第５回静岡の名手たち」演奏会に出演。現在はリート伴奏を中心にアン
サンブルピアニストとして活躍。これまでに安倍紀子、飯塚みゆき、故海老原直美、
長川晶子、神谷都志、Ｄ．ルッツの各氏に師事。
ウィーン時代に知り合ったソプラノ歌手峯島望美と結成した音楽団体「アイゲンアート・
ミュージック」では専属ピアニストを務め、ストーリー性のある歌芝居コンサートは定
評がある。また、ピアノと様々なジャンルとのコラボレーションを企画するピアニス
ト団体「ピアノト」を立ち上げ、「ピアノと〇〇で、豊かな日々を」をモットーに活動
を続けている。CD “mitsuyoとピアノと○○○と” 好評販売中。
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府中市
在住

【ピアノト】ってな～に？

ピ アノ ＋ ○ ○ で 豊 か な 日 々 を！
　府中市のクラシック音楽グループ「ピアノト」は、ウィー
ンで学び、活動したピアノ演奏家が中心となり、ピアノと
他文化のコラボレーションを通じて子どもから大人まで多
くの方に向けて豊かな文化を育む環境づくりを目指し活動
しています。
　少人数での文化・芸術体験セミナーから幼児・小中学
生を対象とした芸術鑑賞会を開催し、ウィーン帰りの音
楽家によるウィーンにちなんだコンサートなど、イベント
に参加したたくさんの方から「面白かった！」「楽しかっ
た！」の声をいただいております♪

加藤正巳 (調律師 )加藤正巳 (調律師 )

19才でピアノメーカーの調律養成所を卒業、その後 35年間ピアノメーカーの社員技術者として調律業務を行う。2008
年には海外技術研修で 2ヶ月間ヨーロッパ 8ヵ国を周りコンサートや音楽祭、特約店などの調律を任される。
延べ約 25,000台のピアノを調律、2018年より独立しフリーランスの調律師となる。現在は駅ピアノの設置、ピアノ解
体ショーなど地域社会に密着した音楽啓蒙活動も行なっている。国家検定一級ピアノ調律技能士、（一社）日本ピアノ調
律師協会会員、ベヒシュタイン技術者の会会員、スタインウェイ会会員、Shigeru Kawai MPA認定技術者。

(お名前、チケット種類、枚数をお知らせください)

楽器の仕組みが
よくわかり、
面白かったです
(60 代 )

楽器の仕組みが
よくわかり、
面白かったです
(60 代 )

皆様のご来場、心よりお待ちしております♪皆様のご来場、心よりお待ちしております♪

パイプオルガンの
音の大きさに

　　　　　びっくりしました
(小 1)

パイプオルガンの
音の大きさに

　　　　　びっくりしました
(小 1)

前回ご来場の方の声より♪

物語仕立ての
演奏が子どもにも
ぴったりでした
(40 代 )　　

物語仕立ての
演奏が子どもにも
ぴったりでした
(40 代 )　　

　3 つの
楽器による三重奏は
本当にきれいでした !

(小 6) 

　3 つの
楽器による三重奏は
本当にきれいでした !

(小 6) 

コンサートの
耳寄り情報、
今すぐチェック!

ピアノがもっと
好きになる♪

◀【電子チケット】

【アーカイブ配信】

◀


